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自動車製造業 

 
事例34 

 
 

日常の活動と過去を忘れない活動

の融合で、安全最優先の文化を構築 
 
 

ＣＣＣＦ活動（徹底的に調べ、徹底的に見つけ出す活動：危険撲滅やりきり活動）やプロセス

評価活動などの「日常の活動」に加え、模擬体験活動などの「過去を忘れない活動」を組み合

わせて人材育成に取り組んでいる。 

 

日野自動車株式会社日野工場・東京 
 

 トヨタグループのトラック・バス部門を担うメーカーとして知られる日野自動車。日野

工場は、東京都内にあって本社含め、約43万平方メートルの広大な敷地を有し、約2,500

人が５部門のラインでトラックやエンジンの生産に従事する大工場である。 

 大工場だけあって、安全活動の取り組みは盛りだくさん。広範な活動が展開されている。

その特徴は、「日常の活動」と「過去を忘れない活動」をうまく融合させ、安全最優先の

安全文化の構築を目指していることである。 
 

ヒヤリハットやＫＹ活動に根差したＣＣＣＦ活動を日常的に展開 
 

 現場ラインでの安全活動の１つの核になっているのが、ＣＣＣＦ活動（Completely Check 

Completely Find Out：徹底的に調べ、徹底的に見つけ出す活動）である。横文字では少々

わかりにくいということから、「危険撲滅やりきり活動」という表現に置き換えて活動し

ている。 

 ＣＣＣＦ活動は、(1)危険箇所の発見と排除、(2)一人ひとりの意識を上げる（全員で）、

(3)コミュニケーションの活性化、の３点を目的とし、以下の４つの柱で構成されている。 

１つ目の柱 テーマを決め、徹底的に吸い上げ 

２つ目の柱 小集団で実施 

３つ目の柱 吸い上げた項目をリスク評価（リスクアセスメント）実施 

４つ目の柱 上長の現地現物確認及び指導 
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 トラック生産工場という性格上、日野工場では、①挟まれ、②転落、③感電、④爆発、⑤

火傷、⑥車両との接触等、を重大災害につながりやすい事象と位置づけ、その撲滅を「ＳＴ

ＯＰ６」として重視しているが、そのほかにも、切創、つまずき、目に異物が入るなど、職

場固有の災害もあり、「ＣＣＣＦ吸い上げシート」（表１）を使って危険要因を吸い上げて

いる。ヒヤリハット（日野工場では「２Ｈ」と称している）活動やＫＹ（危険予知）活動の

手法である。 

 この取り組みを、ＯＪＴ的教育の観点から新入社員や若手社員、期間従業員を含めた５

～10人の小集団で、職場のリーダーを中心として日常的に展開し、危険箇所を見つける目

を養ったり、危険な行動を抑制することなどに生かしている。 

 吸い上げた危険要因は、職場ごとに作成している様式（表２）に職長がまとめ上げるが、

その際には、吸い上げた現象に対するリスクアセスメント評価を行うとともに、対策の実

施者、実施期限、完了日なども決定する。 

 
 

シートで安全活動を評価し、レーダーチャートで「見える化」 
 

 現場での安全に対する「日常の活動」を総合的に評価するのが、「プロセス評価活動」

「安全の日」での模擬体験風景 表１ CCCF 吸い上げシート 

安全道場に設置された模擬体験装置の例（挟ま

れ、切創） 模擬体験の１例－大型車による災害模擬体

験（イラスト化したもの） 
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である。ゲガの件数で活動を評価するのではなく、活動のプロセスを評価しようという観

点に立った施策である。前述のＣＣＣＦ活動とこのプロセス評価活動は別個に進められる

のではなく、プロセス評価活動の対象にＣＣＣＦ活動も含まれているという関係にある。 

 プロセス評価の骨格となっているのが、安全プロセスシート（表３）である。シートは

基本項目と重点項目に大きく区分されており、評価項目ごとに問いかけ形式の文章になっ

た評価内容とその評価基準が示され、点数化して評価が行われる。 

 シートの内容は年度ごとに見直し・改定が行われるが、その時点での日野工場における

安全管理のマニュアル兼チェックリストであるともいえよう。 

 毎月、職長を単位とする職場ごとに評価を行い、100点満点中の何点であるかが数値で表

される。評価結果は、各「評価項目」を１つの角とした６角形のレーダーチャートにパー

センテージがプロットされ、達成度合いが時系列的（月別）に、「見える化」される。 

 
 

過去の災害を風化させないために、「安全の日」に擬似体験 
 

 日野自動車では、５月８日を「安全の日」と定めている。過去に社内で重大災害が発生

した日であり、災害を風化させないことが「安全の日」設定の趣旨である。 

 この日を含めて３日間、日野工場内のヤードでは、１回に約500人、１日２回、計６回、

約3,000人の社員や従業員全員が参加する、労働災害の「模擬体験」が平成21年から工長会

主体で実施されている。 

 車両や人形を使って過去に発生した災害の場面を再現するものであり、災害発生の瞬間

を目の当たりにすることによって、「事故は恐い」「事故に遭ってはいけない」「事故を

起こしてはいけない」という強い動機づけとなる。それが、「しっかりと安全を守ろう」

という安全意識の高揚をもたらしている。 

 
 

部ごとの「安全道場」では自作機械で模擬体験 
 

 災害の模擬体験は職場でも行われている。日野工場には、組立部、機械部、ボデー製造

部など、５つの部があり、それぞれの部に「安全道場」（かなりのスペースを持った部屋・

空間）が設けられている。そこに設置・活用されているのが、災害の模擬体験装置である。 

 部によって作業内容や使用する機械・設備が異なるため、実際に現場で行う作業に応じ

た模擬体験装置を各部で製作して設置している。身体の一部を模して製作した教材が機械

に挟まれてつぶれたりする場面などを間近に見ることができるため、新入社員や配属され

た期間従業員には必ず模擬体験を実施し、正しい作業方法を体得させている。 

 このようにさまざまな方法を駆使して、徹底的な危険箇所の改善活動と安全意識の高い

人材の育成を行っている。 
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表２ 様式－２Ｈ（ヒヤリハット）・ＫＹ（危険予知）活動及びリスクアセスメント活動報告 
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表３ 安全プロセスシート（抜粋） 

 


